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１．令和２年２月期第３四半期の連結業績（平成31年３月１日～令和元年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

２年２月期第３四半期 665,064 △5.0 14,362 △7.7 17,590 △6.4 12,330 △3.7

31年２月期第３四半期 700,004 13.1 15,554 18.2 18,797 11.8 12,800 9.1

(注) 包括利益 ２年２月期第３四半期 15,323百万円( 277.7％) 31年２月期第３四半期 4,057百万円(△82.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

２年２月期第３四半期 1,280.96 －

31年２月期第３四半期 1,329.74 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

２年２月期第３四半期 518,022 227,368 42.0

31年２月期 519,063 214,599 39.5

(参考) 自己資本 ２年２月期第３四半期 217,392百万円 31年２月期 204,901百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

31年２月期 － 100.00 － 130.00 230.00

２年２月期 － 110.00 －

２年２月期(予想) 120.00 230.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

平成31年２月期期末配当の内訳 普通配当110円 創業350周年記念配当20円

３．令和２年２月期の連結業績予想（平成31年３月１日～令和２年２月29日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 900,000 △5.1 19,000 △9.4 23,000 △8.0 16,000 △3.0 1,662.17
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注)詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項
(会計方針の変更)」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) ２年２月期３Ｑ 9,720,000株 31年２月期 9,720,000株

② 期末自己株式数 ２年２月期３Ｑ 94,068株 31年２月期 93,935株

③ 期中平均株式数（四半期累計） ２年２月期３Ｑ 9,626,002株 31年２月期３Ｑ 9,626,599株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ペー
ジ １．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国経済が底堅く推移しましたが、米中貿易摩

擦を背景として中国及びＡＳＥＡＮ・インド経済の減速や英国のＥＵ離脱問題等の影響で先行き不

透明感が強まりました。

日本経済は、製造業の生産活動は底堅く推移しましたが、個人消費や輸出が伸び悩み、力強さを

欠きました。

このような状況下にあって、当第３四半期連結累計期間における売上高は、6,650億64百万円で前

年同期比5.0％の減収となりました。

損益につきましては、売上総利益が459億60百万円（前年同期比2.5％減）、営業利益が143億62百

万円（前年同期比7.7％減）、経常利益が175億90百万円（前年同期比6.4％減）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は123億30百万円（前年同期比3.7％減）となりました。

これを事業のセグメント別に見ますと、次のとおりであります。

(鉄鋼)

鉄鋼部門は、需要の減速感が強まり、建材分野を中心に伸び悩み、減少しました。

特殊鋼部門は、自動車・工作機械関連向けの販売が国内外で減少しました。

海外は、鋼材市況の低迷に加え、米国及びアジア向けの輸出が大幅に減少しました。

鉄鋼セグメントの売上高は、2,634億85百万円（前年同期比9.0％減）となり、低調でした。

(情報・電機)

非鉄金属部門は、中国向けエアコン用部品、韓国向け電子部品用材料ともに不振でした。

エレクトロニクス部門は、FA関連は減少しましたが、サーバーなどIT関連が増加しました。

情報・電機セグメントの売上高は、1,329億41百万円（前年同期比7.6％減）となり、低調でし

た。

(産業資材)

化成品部門は、原材料価格は下落しましたが、自動車関連向けを中心に販売数量が微増でし

た。

メカトロ部門は、国内は航空機向け部材の増加に加え、省人化・自動化設備が順調でした。

海外は、自動車関連等の設備が増加しました。

産業資材セグメントの売上高は、2,241億41百万円（前年同期比1.6％増）となり、堅調でし

た。

(生活産業)

配管建設部門は、エネルギー関連が伸び悩みましたが、配管機材類及び建築物件の請負工事が

増加しました。

食品部門は、水産物及び鶏肉の輸入取引が減少しました。

生活産業セグメントの売上高は、444億95百万円（前年同期比3.1％減）となり、微減でした。

決算短信（宝印刷） 2019年12月26日 14時23分 4ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）

岡谷鋼機㈱（7485）令和２年２月期 第３四半期決算短信

- 2 -



（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は5,180億22百万円となり、株式市況の回復に伴う投

資有価証券評価額の増加はありましたが、売上債権の減少などにより前連結会計年度末に比べて10

億40百万円減少しました。

　負債は2,906億54百万円となり、借入金の減少などにより前連結会計年度末に比べて138億９百万

円減少しました。

　純資産は2,273億68百万円となり、利益剰余金の増加などにより前連結会計年度末に比べて127億

68百万円増加しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

令和２年２月期の業績につきましては、足元の状況を鑑みて、平成31年３月29日発表の予想数値

から変更しております。連結業績予想は決算短信３．令和２年２月期の連結業績予想をご覧くださ

い。なお、併せて個別業績予想も下記の通り変更しております。

令和２年２月期の個別業績予想（平成31年３月１日～令和２年２月29日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 625,000 △3.1 10,000 △8.8 17,000 △8.1 13,000 △5.1 1,349.48
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成31年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(令和元年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,616 15,048

受取手形及び売掛金 203,084 188,557

電子記録債権 34,960 36,710

商品及び製品 57,320 61,051

仕掛品 3,752 7,219

原材料及び貯蔵品 1,476 1,431

その他 14,230 12,360

貸倒引当金 △684 △640

流動資産合計 328,756 321,738

固定資産

有形固定資産 38,118 39,041

無形固定資産 1,247 1,451

投資その他の資産

投資有価証券 127,837 132,325

その他 23,392 23,749

貸倒引当金 △288 △283

投資その他の資産合計 150,940 155,791

固定資産合計 190,307 196,284

資産合計 519,063 518,022
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成31年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(令和元年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 107,497 108,641

電子記録債務 19,015 24,286

短期借入金 107,822 82,085

未払法人税等 3,114 1,806

賞与引当金 1,394 2,499

その他 14,337 16,129

流動負債合計 253,180 235,448

固定負債

長期借入金 15,870 18,929

繰延税金負債 29,028 29,849

役員退職慰労引当金 900 886

退職給付に係る負債 1,971 2,176

その他 3,512 3,363

固定負債合計 51,283 55,205

負債合計 304,464 290,654

純資産の部

株主資本

資本金 9,128 9,128

資本剰余金 7,798 7,798

利益剰余金 129,287 139,306

自己株式 △465 △466

株主資本合計 145,749 155,766

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 55,672 58,431

繰延ヘッジ損益 △33 93

為替換算調整勘定 493 562

退職給付に係る調整累計額 3,020 2,538

その他の包括利益累計額合計 59,152 61,626

非支配株主持分 9,698 9,975

純資産合計 214,599 227,368

負債純資産合計 519,063 518,022
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成31年３月１日
　至 令和元年11月30日)

売上高 700,004 665,064

売上原価 652,863 619,103

売上総利益 47,140 45,960

販売費及び一般管理費 31,586 31,598

営業利益 15,554 14,362

営業外収益

受取利息 1,129 1,086

受取配当金 2,963 3,055

持分法による投資利益 638 287

その他 646 658

営業外収益合計 5,377 5,088

営業外費用

支払利息 1,463 1,420

手形売却損 15 16

その他 655 424

営業外費用合計 2,133 1,860

経常利益 18,797 17,590

特別利益

固定資産売却益 17 9

投資有価証券売却益 4 14

関係会社株式売却益 － 117

特別利益合計 22 140

特別損失

固定資産処分損 7 8

投資有価証券評価損 － 14

関係会社整理損 － 143

その他 0 －

特別損失合計 7 167

税金等調整前四半期純利益 18,812 17,563

法人税、住民税及び事業税 5,377 4,938

法人税等調整額 28 △191

法人税等合計 5,405 4,746

四半期純利益 13,406 12,817

非支配株主に帰属する四半期純利益 606 486

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,800 12,330
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成31年３月１日
　至 令和元年11月30日)

四半期純利益 13,406 12,817

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,505 2,782

繰延ヘッジ損益 371 127

為替換算調整勘定 △19 70

退職給付に係る調整額 △124 △487

持分法適用会社に対する持分相当額 △71 13

その他の包括利益合計 △9,349 2,506

四半期包括利益 4,057 15,323

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,505 14,804

非支配株主に係る四半期包括利益 551 519
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(税効果会計に係る会計基準の適用指針の適用)

　「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 平成30年２月16

日）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、個別財務諸表における子会社株式等に係る将

来加算一時差異の取扱いを見直しております。当該会計方針の変更は遡及適用され、前連結会計

年度については遡及適用後の連結財務諸表となっております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度における連結貸借対照表は、固定負債

の「繰延税金負債」が45百万円減少し、利益剰余金が45百万円増加しております。

（追加情報）

(「税効果会計に係る会計基準」の一部改正等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に

表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 前第３四半期連結累計期間（自 平成30年３月１日 至 平成30年11月30日）

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

鉄鋼 情報・電機 産業資材 生活産業 計

売上高

外部顧客への売上高 289,492 143,930 220,669 45,911 700,004 － 700,004

セグメント間の内部売上高
又は振替高

767 1,371 576 1,091 3,807 △3,807 －

計 290,259 145,302 221,246 47,003 703,812 △3,807 700,004

セグメント利益 4,359 3,078 6,322 1,824 15,584 △30 15,554

(注)１. セグメント利益の調整額△30百万円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期連結累計期間（自 平成31年３月１日 至 令和元年11月30日）

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

鉄鋼 情報・電機 産業資材 生活産業 計

売上高

外部顧客への売上高 263,485 132,941 224,141 44,495 665,064 － 665,064

セグメント間の内部売上高
又は振替高

621 2,045 841 1,182 4,690 △4,690 －

計 264,106 134,987 224,983 45,678 669,754 △4,690 665,064

セグメント利益 2,796 2,408 6,966 1,938 14,110 252 14,362

(注)１. セグメント利益の調整額252百万円は、主に報告セグメントに帰属しない退職給付関連損益であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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